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丁Cの在り方からみた、これからの方向性を探る

専門チームで在宅緩和ケアを提儀する
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末期がん患者に対する
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共有サーバ機

電子カルテ 電子看護記録

(N―DB)

クリニック川越 訪問看護パリアン

医療法人パリアンの場合



在宅緩和ケアチームの 在宅緩和ケア専門チームの成果 成功例 1
大阪府二次医療圏別に見た

癌在宅死割合の推移
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千里ペインクリニック(豊中市)は 2004年に開薬、豊能地区を中心に活動を行つている
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在宅緩和ケア専門チームの成果
成功例 2(墨田区の場合 )

墨田区 がん在宅死頻度 14.7

パリアン 塁田区内患者のがん在宅死頻度




